
経営比較分析表（令和5年度決算）
山口県　宇部市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 R01 R02 R03 R04 R05

1,859 1,894

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 206,623 215,695 240,619

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 2,256 1,731 1,748

229,997

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

104 - 有 有

243,650

- 201.1 2,173 70

R01 R02 R03 R04

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

「①経常収支比率」は、乗合事業において、新たな
定期券の発売や空港便を始めとした利用者が増加し
たことにより増収となり、経常収支比率が100%を超
えている。
・「②営業収支比率」は、運送収入が増加している
ものの、運転士不足解消のため、給料のベースアッ
プを実施したことによる人件費の増加や燃料価格の
高騰により、前年度と同等程度で推移している。
・「③流動比率」は前年度と比較し低下したものの
約600%と高い水準を維持しており、当面の支払能力
に問題はないと考えている。
・「④累積欠損金」は令和3年度に純利益を計上した
ことで解消して以来、発生していない。
・「⑤利用者1回当たり他会計負担額」及び「⑥利用
者1回当たり運行経費」並びに「⑦他会計負担比率」
は平均値を大幅に上回っており、バス利用者が少な
い上に一定の経費がかかっていることから、本市一
般会計への依存度が高い状況にある。
・「⑧企業債残高対料金収入比率」は、令和5年度に
新規借入れを行っていないことで減少傾向にあり、
平均値を大きく下回っている。
・「⑨有形固定資産減価償却率」は、令和3年度のＩ
Ｃカードの導入により、減少したものの、建物及び
建物附属設備の更新を見送っており、依然として高
い水準にある。

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 100.4 93.4 105.3 105.3 106.0 当該値 59.9 44.5

R05 R01 R02 R03 R04R05 R01 R02 R03 R04R05

平均値 98.5 83.7 89.7 96.8 100.0 平均値

853.4 818.750.8 47.6 48.5 当該値 651.4 761.9

89.9 71.4 76.9 83.4 87.5 平均値

0.0 0.0 0.0599.2 当該値 0.0 5.7

35.1 58.4 66.5 64.7 61.0

2. 経営の効率性について

154.2 126.8 108.4 107.1 116.8 平均値

R03 R04 R05R05 R01 R02R03 R04R03 R04 R05 R01 R02R01

81.4 82.4

■当該値⑥ 413.5 509.6 484.2 482.0

22.6 19.7 10.8 16.3 12.1 当該値22.1 24.5 28.4 27.2 25.0 当該値

54.6486.6 平均値 7.5

■当該値⑤ 84.0 85.8

■平均値⑥ 190.5 244.7 231.7 214.7 205.8

79.091.6 124.6 137.7 131.1 121.4 当該値

75.2

■平均値⑤ 14.2 23.4 23.9 20.6 21.3

57.2 平均値 74.9 74.5 75.4 76.010.4 平均値 29.5 53.2 56.99.6 10.3 9.6

2. 経営の効率性

全体総括

　新型コロナウイルス感染症の影響からは少しずつ
回復傾向にあるが、乗車人員は感染拡大前までの水
準には回復しておらず、依然厳しい状況が続いてい
る。そのため、今後は、安心・安全な運行を引き続
き徹底するとともに、利用促進につながるＩＣカー
ドを普及させることで、利用実績データを情報資産
として有効活用し、利用者目線での路線見直しな
ど、経営の効率化を進める。
　また、運転士の採用活動に積極的に取り組み、健
全な事業体制の構築を図り、安心・安全で質の高い
運送サービスの提供を行っていく必要がある。

R01 R02 R03 R04 R05

　経営の効率性を示す各指標は、新型コロナウイル
ス感染症の影響から少しずつ回復しつつあり改善傾
向である。
・「①走行キロ当たりの収入」は他会計負担比率が
高いことからも平均値に比べ低い水準である。
・「②走行キロ当たりの運送原価」が増加している
のは人件費の増加及び燃料費の高騰によるものであ
る。
・「③走行キロ当たりの人件費」は、平成26年度の
会計制度変更時における未計上の退職給付費引当金
の費用処理が終了しことにより大幅に減少したもの
の、運転士不足への対応策として、給料のベース
アップを実施しており、令和5年度は増加に転じてい
る。
・「④乗車効率」は平均値を大幅に下回っている
が、公営交通として市民の移動手段を確保するた
め、路線の廃止や減便を行う前に、利便性の向上を
図り、バス利用者を増やしていく必要があると考え

R02 R03 R04 R05 R01 R02

当該値 219.40 170.51 177.06 221.45

R01 R03 R04 R05R05

9.3247.28 当該値 9.9 7.6 8.2 8.4

平均値 394.71 404.31

366.55 372.49 357.12 385.08

R01 R02

409.45 当該値 260.64 267.83 252.37 235.29

R02 R03 R04R01 R02 R03 R04 R05

251.01 当該値

15.4 16.8 17.7

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

249.43 250.15 266.84 平均値 18.1 14.2409.29 415.01 434.94 平均値 238.50 252.81平均値 323.59 256.29 274.77 311.41 343.94
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